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第３四半期累計期間業績予想との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成 27年 10月 29日に公表いたしました平成 28年３月期第３四半期業績予想と本日公表の実績の差異、及び平成 28年３

月期第３四半期において特別損失を計上することについて、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績の差異について 

（１）平成28年３月期第３四半期累計期間業績予想と実績の差異（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 5,000 △350 △350 △300 △21.97 

実績値(Ｂ) 4,888 △319 △322 △689 △50.50 

増減額(Ｂ-Ａ) △112 31 28 △389  

増減率(％) △2.2 － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成27年３月期第3四半期) 
5,632 324 307 127 9.41 

 

（２）差異の理由 

 当社は、第２四半期より他社版権ゲームを中心とした新たな事業戦略へ移行し、人的・財務的リソースを新規他社版権ゲー

ムに集約して開発力を強化すべく、既存・開発中のゲームの収益性および社内リソースの配分を見直しました。開発中のオリ

ジナルゲーム２本については、将来の収益性について保守的な再評価を行い、第３四半期における減損処理を決定いたしまし

た。なお、第４四半期においても引き続き開発は継続し、新規版権ゲームへの流用を視野に入れ、今後の方針について決定す

る予定です。既存オリジナルゲーム「崖っぷちバスターズ」につきましては、今後も収益性の改善が難しいとの判断から、第

３四半期での減損処理を決定し、合計で３５９百万円の減損損失を特別損失として計上いたします。併せて、第３四半期連結

累計期間（９か月）の事業進捗に伴い、主に当事業年度の営業損失により計上した繰延税金資産を取崩し、法人税等調整額３

２百万円を計上することとし、当期純利益は前回予想を下回り６８９百万円の損失となる見通しです。 

 第３四半期の営業利益につきましては、全社でのコスト最適化への取り組みの結果、コストの発生が抑制され、前回予想を

上回る見通しです。 

 

２．特別損失の計上について 

 上記の理由から、開発中のオリジナルゲーム２本と「崖っぷちバスターズ」でソフトウェアの減損損失３５９百万円を特別

損失として計上いたします。 

 

以 上 


